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口が増えますけどね。やっぱり底上げをしている。また合併効果ですね。最後に豊橋、岡
崎、浜松を比較しますと、黒い丸印が豊橋です。それぞれに競争しながら切磋琢磨してい
る（図 41）。岡崎のいい点、豊橋のいい点、浜松のいい点などとお互いに学び合いながら、
こういう経過をたどってきたということが非常によく分かります。 
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８．おわりに 
 
これで、終わりに致します。今までお話したそれぞれ個別の内容の中で戦前までの豊橋
の人たちがいかに町づくりに一生懸命であったか。かなり大きなプランを持ちながら町を
どういうふうにして、活性化できるかという工夫をしてきたことがわかります。このきっ
かけが軍隊であったといえます。軍隊、それは今の時代で言うとトヨタ自動車が来たよう
なものでしょう。しかし、人の動きをみると軍隊が戦場へ行くと町の人が減ってしまう。
そのような変化も経験しています。変化の中で豊橋の町は揺れながらもにぎやかに発展し
てきました。現在はそういう点で言うと、戦後は大きな変化がありましたけど、現在はあ
まり動きの無い時代に入り、安定期を迎えたということであります。こういう時こそもう
一度、戦前の人たちの知恵を学び、今我々が何をすべきかといったような構想を検討する、
一つのきっかけになっていただければと思います。 
私の説明はこれで終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
 
 
〔注〕本稿は講演録なので、注を付記することができなかったが、本文中の図・表・写真は
講演者の作成によるもののほか、次の文献等から引用させていただいた。『豊橋商工会議所
百年史』（昭和 59 年）、『豊橋市政五十年史』（昭和 31 年）、『豊橋市史五十年史』（昭和 62
年）、『豊橋市水道誌』（昭和 5 年）、『豊橋市水道五十年史』（昭和 55 年）、『豊橋市下水道誌』
（昭和 11 年）ほか。 
【講演記録】?
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今年は戦後 70 年ということで一つの節目となっています。ちょうど 110 年前の明治 38
（1905）年、日露戦争が終わった年です。その前年の明治 37 年に小岩井浄は小学校に入学
しています。島立の小学校の 2 年生のときに、カタカナとひらがなを教わって、綴り方を
書いています。「第一、我が家、私の家は島立村北栗にあって家の南にはつぼ庭があります。
その側を小川が流れて小川の上へいって右へあがると土蔵があり。その西には池があり、
その周りにはあやめが生えて夏咲きます。家の周りには栗の木が生えていて、前には欅の
木が生えています。家族は祖父、祖母、母上様と姉二人ございます。父上様は私の 6 歳の
時アメリカへ行かれました。また玉子をうむ鶏もねずみを捕る猫も兎も飼ってあります」。
このように家のことを書いています。栗の木があって栗が拾える、その島立の北栗の家の
こと、目に浮かぶようですね。さらに、「私は明治 30 年 6 月 9 日に生まれました。日が照
り輝いた夏の暑い昼頃、えんえんと泣く男の子が生まれました。それはこの私であります。
だんだん歳をとって 6 歳の時の 6 月、お父さんが私が朝起きない内にアメリカに行ってし
まいました。私は寂しくいる内に 8 歳の正月がきました」と書いてあります。家族と家庭
がこれで分かりますよね。小岩井浄が 38 歳の時に『冬を凌ぐ』という自伝的な随筆を書い
ています。それには、「少年の私に文学的な影響を、直接与えた最初のものは、小学校の 4、
5 年頃から読み始めた少年雑誌ではなかったかと思う。尤も文学への傾向は私の環境から来
ていた様だ」と書いています。「私が生まれたのは日本アルプスを一望のもとにおさめる松
本平盆地の底にある農村であった。高い山脈を一望のもとに見られる、空の美しい、そし
て樹木の茂った私の郷土はいかにも自然の美に恵まれていた。私は子供の時からこの自然
に対してつよい愛着を感じたものだ。こうした自然の環境が私の幼い心情のなかに幼稚な
黎明期的な詩の世界を呼び起こしつつあった」。さらにその続きに次のように書いています。
「私はこの外に私の家庭というもの
も考えることが出来る。農村に住みな
がら相当智識的であった祖父の影響、
アメリカに住んでいた顔を知らぬ父
への思慕、その父へ幼い時からいつも
手紙を書いて文字に親しんだ経験
等々」。アメリカに行ってしまったお
父さんに手紙を書く。そういうことで
文字に親しむ。そんな時に、お姉さん
がお土産に小岩井浄に『日本少年』と
いう雑誌を買ってきてくれた。8 歳の
浄はそれを読み始めてすっかり愛読
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者になったのです。 
浄の 6 歳の時の 6 月、お父さんは浄が朝起きないうちにアメリカに行ってしまいました。
そのお父さんのことを見ておきたいと思います。父の名は、小岩井宗十といいます。元治
元（1864）年に東筑摩群の島立村、昭和 29 年 4 月 1 日に合併して松本市島立になりますけ
れども、その北栗に生まれています。たいへん優秀で成績が良く、いろいろな賞品をもら
っています。明治 13（1880）年の時に 16 歳だった宗十は、この松本平でたいへんに盛り
上がった自由民権運動、天皇に国会を開設してほしいという建白を求める運動に取り組み
ます。2 万人余の署名を持って、20 歳と 25 歳の 2 人の青年が東京へ行って 70 日間請願す
るんです。松本平には、自由民権運動をすすめる奨匡社という結社がありました。「奨匡」
というのは、立派なことを勧め悪いことを正すという意味の政治結社です。そこに島立村
から 15 人が参加していますが、16 歳の宗十もその一人です。宗十は、各地で演説会をして
います。この自由民権運動におされて、翌 14年に国会開設の詔を明治政府が出すわけです。
その後、宗十は島立村の書記になって、村の自治への関心を高めています。その 11 年後、
明治 24（1891）年に松本で騒擾事件が起こります、松本の城山公園に 1 万人が集まりまし
た。県を分ける、県庁を移すという、移庁・分県運動が明治 13 年からおきてきます。明治
4 年 11 月 20 日から明治 9 年 8 月 21 日まで、筑摩県の県庁が松本にありました。その筑摩
県と旧長野県が合併して長野県となり、県庁が長野におかれます。県庁を松本に移しなさ
い、それがだめなら二つの県に分けなさいという、移庁・分県運動が盛り上がります。明
治 21 年には移庁の建議書が県会に提出されます。それがだめになり、22 年には分県実現の
請願書を元老院と内務省に出します。最終的に却下されます。23 年には県会に移庁の請願
が出されます。その時の議員は、南信側が 21 人、北信側が 24 人でした。南信側は北信の 2
人をとりこんで過半数をとるように画策しました。ところが、長野の人たちはその 2 人に
暴行を加えて入院させてしまいます。そんな物騒な長野で県会は開けないといって、南信
の議員たちは上田へ移ってしまいます。その留守中に、怪我をさせた議員を議場に連れ込
んで強行採決をします。明治 23 年の 12 月のことです。そういう盛り上がりの中で 24 年に
事件が起きます。松本の町で気勢をあげて、当時の東筑摩郡長が長野寄りといって石を投
げる。さらに松本警察所長が長野寄りだといって石を投げる。この事件の首謀者として、
小岩井宗十ら 4 人が捕まってしまうんです。これが松本騒擾事件です。宗十は、自分はた
だ分県と移庁について輿論を喚起しようと演説したまでであって、そういう皆の群集をあ
おったわけではないと言って無罪を主張し、上告しています。獄中で宗十は、自由民権運
動の本を読み、お父さんの浦吉、浄からいえば祖父にあたりますが、物心両面で励まされ、
同じ民権思想で結ばれていたお父さんの激励が宗十の支えになったといいます。裁判で無
罪になって出獄して来たときは大勢の人が松本で小岩井宗十を出迎えています。島立村の
書記にカムバックし、いろいろな活動に取り組んでいます。日清戦争後は、東筑摩郡山形
村の中村太八郎、この人は「普通選挙運動の父」といわれていますけれど、彼らと一緒に
普通選挙運動に関わっています。明治 30（1897）年 7 月、松本で日本初の普通選挙運動の
決起集会が開かれました。松本は普通選挙運動発祥の地なのです。実際に実現するのはそ
の 28 年後の大正 14 年ですけれど。それにしましても、自由民権運動、移庁・分県運動、
普通選挙運動に、小岩井宗十が関わっています。宗十は、松本騒擾事件の 10 年後の明治 35
年に長野県知事に宛ててアメリカへ行く旅券の出願をしています。「私不肖といえども、妻
子の愛を忘れ、一家の亡滅を顧慮せざるがごとき狂愚を学ぶものにこれなき候」。妻や子供
の愛を忘れたわけでもないし一家の滅亡を考えたわけではない。国のために国益に奉ずる
ためにアメリカに行くのだと、この時 37 歳の宗十は書いています。お父さん、お母さん、
奥さん、13 歳の長女、11 歳の次女、5 歳の浄、それから 3 歳の三女が残されました。その
後、帰国することなくアメリカで亡くなりますので、結局家族たちと会うことはありませ
んでした。カリフォルニア州の農場で働きましたけれども、排日運動の激化する中で、土
地を所有することが困難で実現できず、昭和 2（1927）年の 7 月に入院して 62 歳で亡くな
っています。大阪にいた長男の浄に、「人間の正道を進み、決して家名をけがさぬよう」と
いう一言を託しています。『深志人物誌Ⅲ』という本に、長野県短期大学学長の上条宏之先
生が小岩井浄のことを書かれています。その冒頭にもありますように、宗十の自由民権運
動、普通選挙運動などに尽力し、それから地域で生きることに疑問を抱き、37 歳の時にア
メリカ合衆国に自由を求める精神で渡った生き方を、浄は継承していると思います。 
お姉さんと妹の三姉妹がいて、男の子は浄一人だけです。浄が小学校に入学した時に日
露戦争が始まっていますが、浄も日露戦争の影響を受けて、軍人になろうと思った。その
頃、浄はアメリカのお父さんに手紙を盛んに書いています。その中で軍人になりたいと書
いています。そうしたらアメリカの宗十から、浄の祖父の浦吉に、浄は海軍兵学校入学を
志願しているようだが、中学へやって下さいというふうに手紙がきているんだそうです。
そういうことで、浄はまもなく軍人志願を忘れて、文学に熱中するようになります。小学
校 4 年生の時に、8 歳年上だったお姉さんの泉が松本高等女学校第 6 期の卒業生で、長野へ
先生の検定試験を受けに行って、その時にお土産に買ってきてくれたのが『日本少年』で
した。それがもとで、どんどん文学の世界に入っていくんですね。そして、島立の高等科 1
年生を終了して松本中学校に入学をしていくわけです。文学に親しむという経験がずっと
引き継がれているということです。『蒲公英
た ん ぽ ぽ
』という雑誌に、松本中学に入った時に決心し
た小岩井真水という号を書いています。「真水
ま み ず
」という、まさにアルプスのきれいな空、き
れいな空気の中でとにかく手書きの回覧雑誌をどんどん書いています。10 人にも満たない
北栗の栗花会という少年たちが弁論会を開いたり意見交換したり、『日本少年』へ盛んに投
稿したりしています。松本中学 2 年生の明治 45（1912）年 6 月には、神道公会所、今の四
柱神社のところで、『日本少年』の編集長・主筆になった詩人の有本芳水を松本に招いて愛
読者大会をしています、小岩井浄が主催をして。この時に、特別会員の入場券 150 枚、普
通の入場券 250 枚を印刷して、みんな周到な準備して、会を成功させました。その一番の
指揮をしたのはやはり小岩井浄です。浄は、たいへん優れた組織力、指導力を持っていま
す。『蒲公英』という文芸集、小岩井真水としてトンボのマーク、松本の中学のことを書い
ていましたけれども、松本中学に高等科 1 年を卒業して入学します。島立の当時の小学校
は中等学校、上の学校へ進むための特別な勉強は特に予習とか授業をしていませんでした。
ですから旧市内の学校よりもちょっと学力が落ちるという心配があったものですから、尋
常科卒業ですぐ松本中学に行くのではなく、高等科 1 年だけを修了させて受験させたんで
すね。そういう事情で、高等科 1 年で浄は松本中学の試験を受けています。作文科の試験
は、「衛生」、「在営の兄に送る手紙」という 2 題が出されましたが、字などもあまり書き消
さず、1 時間半スラスラと書けた、と浄は書いています。そして、松本中学校から合格の通
知がきました。志願者 428 人中補欠も合わせて 146 人が合格したそうです。浄は 77 番だっ
たそうです。高等科 1 年で入ったのではこのくらいで丁度いいと。ちなみに島立の人は 20
人近く受けたけれども、もう 1 人が 95、6 番目の人と、浄の 2 人だけが入学できました。
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っています。大阪にいた長男の浄に、「人間の正道を進み、決して家名をけがさぬよう」と
いう一言を託しています。『深志人物誌Ⅲ』という本に、長野県短期大学学長の上条宏之先
生が小岩井浄のことを書かれています。その冒頭にもありますように、宗十の自由民権運
動、普通選挙運動などに尽力し、それから地域で生きることに疑問を抱き、37 歳の時にア
メリカ合衆国に自由を求める精神で渡った生き方を、浄は継承していると思います。 
お姉さんと妹の三姉妹がいて、男の子は浄一人だけです。浄が小学校に入学した時に日
露戦争が始まっていますが、浄も日露戦争の影響を受けて、軍人になろうと思った。その
頃、浄はアメリカのお父さんに手紙を盛んに書いています。その中で軍人になりたいと書
いています。そうしたらアメリカの宗十から、浄の祖父の浦吉に、浄は海軍兵学校入学を
志願しているようだが、中学へやって下さいというふうに手紙がきているんだそうです。
そういうことで、浄はまもなく軍人志願を忘れて、文学に熱中するようになります。小学
校 4 年生の時に、8 歳年上だったお姉さんの泉が松本高等女学校第 6 期の卒業生で、長野へ
先生の検定試験を受けに行って、その時にお土産に買ってきてくれたのが『日本少年』で
した。それがもとで、どんどん文学の世界に入っていくんですね。そして、島立の高等科 1
年生を終了して松本中学校に入学をしていくわけです。文学に親しむという経験がずっと
引き継がれているということです。『蒲公英
た ん ぽ ぽ
』という雑誌に、松本中学に入った時に決心し
た小岩井真水という号を書いています。「真水
ま み ず
」という、まさにアルプスのきれいな空、き
れいな空気の中でとにかく手書きの回覧雑誌をどんどん書いています。10 人にも満たない
北栗の栗花会という少年たちが弁論会を開いたり意見交換したり、『日本少年』へ盛んに投
稿したりしています。松本中学 2 年生の明治 45（1912）年 6 月には、神道公会所、今の四
柱神社のところで、『日本少年』の編集長・主筆になった詩人の有本芳水を松本に招いて愛
読者大会をしています、小岩井浄が主催をして。この時に、特別会員の入場券 150 枚、普
通の入場券 250 枚を印刷して、みんな周到な準備して、会を成功させました。その一番の
指揮をしたのはやはり小岩井浄です。浄は、たいへん優れた組織力、指導力を持っていま
す。『蒲公英』という文芸集、小岩井真水としてトンボのマーク、松本の中学のことを書い
ていましたけれども、松本中学に高等科 1 年を卒業して入学します。島立の当時の小学校
は中等学校、上の学校へ進むための特別な勉強は特に予習とか授業をしていませんでした。
ですから旧市内の学校よりもちょっと学力が落ちるという心配があったものですから、尋
常科卒業ですぐ松本中学に行くのではなく、高等科 1 年だけを修了させて受験させたんで
すね。そういう事情で、高等科 1 年で浄は松本中学の試験を受けています。作文科の試験
は、「衛生」、「在営の兄に送る手紙」という 2 題が出されましたが、字などもあまり書き消
さず、1 時間半スラスラと書けた、と浄は書いています。そして、松本中学校から合格の通
知がきました。志願者 428 人中補欠も合わせて 146 人が合格したそうです。浄は 77 番だっ
たそうです。高等科 1 年で入ったのではこのくらいで丁度いいと。ちなみに島立の人は 20
人近く受けたけれども、もう 1 人が 95、6 番目の人と、浄の 2 人だけが入学できました。
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ともかく入学したら大いに努むべきだ、よく勉強せよ、自分は柔道の選手たらんとする士
なりだ、と浄は書いています。「自分はこの校章を帽にいただく身となった。すなわち松本
中学校の生徒となったのである。悠然とそびゆる深志城下 600 の健児の仲間となったので
ある。大いに中学生として恥じない行為をせずんばあらず。よしこれより学に学び運動に
大いに努めん。余も今は松中の生徒たり」と書いています。この松本中学に入学した 44 年
8 月 2 日、おじいさんの浦吉が亡くなっています。浄は、男の子が一人だけになるんです。
小学校の頃から浄は、島立の北栗から松本の城下町に野菜を売りに行って現金に換えたり
しています。一番上のお姉さんは伊那の藤澤家に嫁いでいますので、そういう中で家の面
倒をみていますし、お母さんが浄を厳しく育てています。中学に入った時の雑誌の中の一
文に、浄は次のようなことを書いています。「自分は正直に言うと幸福な家庭に育った者で
はない。随分世の卑猥をなめ、辛苦を尽くしたものだ」と。そういう気持ちが文学に熱中
することになり、当時とすれば世に知られる少年ということになるわけです。ですから、
この松本中学に合格して 5 年余りを過した経験というのは、松本の小岩井浄にとってはと
ても大きなことだったと思います。中学 3 年の時に文学、文壇を去ります。「文壇を退く人、
小岩井真水」としっかり誓言して文学から去っていきます。小岩井浄が最も関心を持った
文学者は石川啄木であったといわれています。啄木の詩に強い魅力を感じていましたけれ
ども、啄木は明治 45 年に 27 歳で世を去っています。この後、浄が 3 年生の時に文学青年
を清算して去りますので、石川啄木の影響もそこまでということになるわけですね。 
文学を去って 4 年生と進むわけです。その在学中に不幸なことが起こります。小林有也
という 30 年間近く松本中学の校長を務めた先生が亡くなってしまうんです。その後、本荘
太一郎という校長が就任してきます。その翌年の小林有也校長の一周忌の時に、浄は『校
友』の編集発行責任者になり、一周忌の記念号をあてて小林先生のことを書いています。
この時の小岩井浄の文が、小林有也校長の本当の評伝というんですか、その原型をなす、
たいへん立派なものだと評価されていますが、「徳に生きて徳に死せられた先生、徳の権現
とうたわれたその半面に、至難の事業松本天守閣の大修理を完成し、しかも全国に名だた
る野球奨励者であった。先生は実に活きたる真人である」と書いています。小林有也とい
う校長は、小岩井浄が書いているように、松本城の天守閣を修理したことで知られていま
す。明治 34（1901）年に松本城天守閣保存会を、当時の小里頼永という松本の町長と小林
有也校長とつくっています。松本中学というのは松本城の二の丸に昭和 10 年までありまし
た。そして今の本丸跡が校庭だったんです。ですからそこにずっと校長でいましたから、
毎日天守閣を見ていたわけです。そういう中であの天守閣が傾いてきてまずいといって、
永久に保存させようとした。小林有也は物理、数学の先生ですから、県の技手の言うこと
を全部はねつけて、自分の思うどおりに直したそうです。大正 2（1927）年に完成して、
その 10 か月後に病気で亡くなります。 
その小林有也先生のもとで、浄は松本中学に入って 1 年から 4 年まで学んだのです。後
任の本荘校長が相談会と矯風会を有名無実化して、校長が会長となって野球部も廃止しま
した。小林有也校長は野球が大好きだったんですが、その野球部も廃止。松本中学校の自
治機関たる相談会と矯風会は、小林先生の功の一端を語るものです。小岩井浄は、5 年生に
なると成績優秀であるということで相談会長になります。相談会長、矯風会長といったら
松本中学でたいへん重要な役職です。さらに浄は、学級正幹事、文芸部委員、野球部委員
を兼ねて、しかも、文芸部員として委員 7 人で『校友』を発行して自治的活動をしていき
ます。これが次の校長に全部否定されていきます。同窓会と在校生からこの校長の排斥運
動が起きます。大正 6 年にはその校長も退職になりますけれども、その退職の前に小岩井
浄の退学事件が起きるんです。大正 4 年、相談会長だった小岩井浄の退学事件は、松本中
学の歴史を変える大事件でした。それが当時の『信濃日報』という新聞にその顛末が載る
んです。その新聞の記事によれば、前校長小林有也の教育方針とは、「殆ど懸隔甚だしく従
来の如き同校に漲れる自由の空気は一掃され、生徒に対するもの悉く拘束を以てしたれば、
生徒の反感を買えること夥し、その一例を挙ぐるに、同校は由来生徒に矯風会、相談会な
るものを設けられ」と書かれています。矯風会も相談会も明治 30 年に出きています。学校
行事をどうするか、遠足をどうするか、そういうことをみんな相談会が決めるんです。風
紀上自治の精神がどうも問題がある生徒がいると、矯風会長が出てきて、それはどうする
こうするというように色々な権限があった。それが相談会、矯風会です。「各会長 1 名、副
会長 1 名、幹事若干名ありて、これを総べ風紀に関する事及び相談会の決議によりて、校
長は之れを採決し来り、その間頗る円満に且つ良結果を収めて今日に至れる」と記事に書
かれています。生徒と生徒の自治と学校とが両者非常にうまくいっていたんですね。その
相談会の会長に小岩井浄が 5 年生の時なったのです。「昨年の如き相談会を有名無実のもの
とし矯風会・相談会長を一名として、小岩井浄氏を兼任せしめたるが、その後小岩井氏は
本荘校長と意見の衝突を生じたるにより、責任上会長の職を辞す」。浄は、今までの２人を
１人にしろといった校長の方針に反対をした。そうしたら校長は、会長を辞めるなら学校
も辞めろと言った。小岩井浄は「断然学校を退学」したと新聞記事に書かれています。こ
れがまさに小岩井浄退学事件です。 
学校の手続き上 6 月の下旬に退学しています。松本中学を５年生の中途で退学した浄は、
7 月中旬には高等学校入学の資格を得るために、専門学校入学者試験検定を受けています。
諏訪中学で受講の手続きをして、それが駄目なら飯田中学でということで出しています。
明治 41 年に文部省の通達によって高等学校、大学に入学しようとする者は中学校を卒業し
ていない場合、専門学校入学者検定規定による試験検定に合格しなければいけなかったの
です。本荘校長と衝突せずに普通に卒業したらそんなことをしなくてよかったのですけれ
ども。小岩井浄は検定の試験の準備に取りかかった。そのスケジュール表も当時のものが
残っています。英語の学力はとても優秀でしたけれども、2、3 か月間上京して英語の学校
で学んでいます。それから、島立の自宅に戻って、諏訪中学校で検定試験を受けて、無事
合格しました。そして、上伊那郡の宮田村の代用教員をしながら第一高等学校の入学を目
指します。なんとその準備のために体重が 1 貫（4 ㎏）目減ったと日記に記しています。こ
れも見事合格して、大正 5（1916）年 9 月 1 日に宮田小学校の代用教員を辞め、島立の北
栗の家に一週間の休養をとって上京をしています。上京をして野球部に入って体を鍛えて
います。一高に入学した時の大正 5 年 9 月 20 日の日記に次のように書いています。「何だ
か父の下に行って、北米の移民の生活をしてみたい様な気がしてならなかった」。「また、
中華民国の留学生が羨ましかった」。「彼等の様に青雲の志をもって、且つ自由に生活を出
来る境遇にありたい。一高ヘッド・大学スィルバー決意す、目的は明らかなり。しかも光
明を認めずや最後の勝利者の雄叫びを聞け。強くあらねばならぬと決心した日」。 
島立の北栗のお寺には墓石があって、浦吉さん、宗十さん、無宗教で小岩井浄先生が葬
られています。小岩井浄のお姉さんの藤澤泉さん、その長男の藤澤宗平先生の奥さんの嘉
代子さんに資料写真を提供いただいています。私も何回もこの藤澤嘉代子さんのお宅に伺
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ともかく入学したら大いに努むべきだ、よく勉強せよ、自分は柔道の選手たらんとする士
なりだ、と浄は書いています。「自分はこの校章を帽にいただく身となった。すなわち松本
中学校の生徒となったのである。悠然とそびゆる深志城下 600 の健児の仲間となったので
ある。大いに中学生として恥じない行為をせずんばあらず。よしこれより学に学び運動に
大いに努めん。余も今は松中の生徒たり」と書いています。この松本中学に入学した 44 年
8 月 2 日、おじいさんの浦吉が亡くなっています。浄は、男の子が一人だけになるんです。
小学校の頃から浄は、島立の北栗から松本の城下町に野菜を売りに行って現金に換えたり
しています。一番上のお姉さんは伊那の藤澤家に嫁いでいますので、そういう中で家の面
倒をみていますし、お母さんが浄を厳しく育てています。中学に入った時の雑誌の中の一
文に、浄は次のようなことを書いています。「自分は正直に言うと幸福な家庭に育った者で
はない。随分世の卑猥をなめ、辛苦を尽くしたものだ」と。そういう気持ちが文学に熱中
することになり、当時とすれば世に知られる少年ということになるわけです。ですから、
この松本中学に合格して 5 年余りを過した経験というのは、松本の小岩井浄にとってはと
ても大きなことだったと思います。中学 3 年の時に文学、文壇を去ります。「文壇を退く人、
小岩井真水」としっかり誓言して文学から去っていきます。小岩井浄が最も関心を持った
文学者は石川啄木であったといわれています。啄木の詩に強い魅力を感じていましたけれ
ども、啄木は明治 45 年に 27 歳で世を去っています。この後、浄が 3 年生の時に文学青年
を清算して去りますので、石川啄木の影響もそこまでということになるわけですね。 
文学を去って 4 年生と進むわけです。その在学中に不幸なことが起こります。小林有也
という 30 年間近く松本中学の校長を務めた先生が亡くなってしまうんです。その後、本荘
太一郎という校長が就任してきます。その翌年の小林有也校長の一周忌の時に、浄は『校
友』の編集発行責任者になり、一周忌の記念号をあてて小林先生のことを書いています。
この時の小岩井浄の文が、小林有也校長の本当の評伝というんですか、その原型をなす、
たいへん立派なものだと評価されていますが、「徳に生きて徳に死せられた先生、徳の権現
とうたわれたその半面に、至難の事業松本天守閣の大修理を完成し、しかも全国に名だた
る野球奨励者であった。先生は実に活きたる真人である」と書いています。小林有也とい
う校長は、小岩井浄が書いているように、松本城の天守閣を修理したことで知られていま
す。明治 34（1901）年に松本城天守閣保存会を、当時の小里頼永という松本の町長と小林
有也校長とつくっています。松本中学というのは松本城の二の丸に昭和 10 年までありまし
た。そして今の本丸跡が校庭だったんです。ですからそこにずっと校長でいましたから、
毎日天守閣を見ていたわけです。そういう中であの天守閣が傾いてきてまずいといって、
永久に保存させようとした。小林有也は物理、数学の先生ですから、県の技手の言うこと
を全部はねつけて、自分の思うどおりに直したそうです。大正 2（1927）年に完成して、
その 10 か月後に病気で亡くなります。 
その小林有也先生のもとで、浄は松本中学に入って 1 年から 4 年まで学んだのです。後
任の本荘校長が相談会と矯風会を有名無実化して、校長が会長となって野球部も廃止しま
した。小林有也校長は野球が大好きだったんですが、その野球部も廃止。松本中学校の自
治機関たる相談会と矯風会は、小林先生の功の一端を語るものです。小岩井浄は、5 年生に
なると成績優秀であるということで相談会長になります。相談会長、矯風会長といったら
松本中学でたいへん重要な役職です。さらに浄は、学級正幹事、文芸部委員、野球部委員
を兼ねて、しかも、文芸部員として委員 7 人で『校友』を発行して自治的活動をしていき
ます。これが次の校長に全部否定されていきます。同窓会と在校生からこの校長の排斥運
動が起きます。大正 6 年にはその校長も退職になりますけれども、その退職の前に小岩井
浄の退学事件が起きるんです。大正 4 年、相談会長だった小岩井浄の退学事件は、松本中
学の歴史を変える大事件でした。それが当時の『信濃日報』という新聞にその顛末が載る
んです。その新聞の記事によれば、前校長小林有也の教育方針とは、「殆ど懸隔甚だしく従
来の如き同校に漲れる自由の空気は一掃され、生徒に対するもの悉く拘束を以てしたれば、
生徒の反感を買えること夥し、その一例を挙ぐるに、同校は由来生徒に矯風会、相談会な
るものを設けられ」と書かれています。矯風会も相談会も明治 30 年に出きています。学校
行事をどうするか、遠足をどうするか、そういうことをみんな相談会が決めるんです。風
紀上自治の精神がどうも問題がある生徒がいると、矯風会長が出てきて、それはどうする
こうするというように色々な権限があった。それが相談会、矯風会です。「各会長 1 名、副
会長 1 名、幹事若干名ありて、これを総べ風紀に関する事及び相談会の決議によりて、校
長は之れを採決し来り、その間頗る円満に且つ良結果を収めて今日に至れる」と記事に書
かれています。生徒と生徒の自治と学校とが両者非常にうまくいっていたんですね。その
相談会の会長に小岩井浄が 5 年生の時なったのです。「昨年の如き相談会を有名無実のもの
とし矯風会・相談会長を一名として、小岩井浄氏を兼任せしめたるが、その後小岩井氏は
本荘校長と意見の衝突を生じたるにより、責任上会長の職を辞す」。浄は、今までの２人を
１人にしろといった校長の方針に反対をした。そうしたら校長は、会長を辞めるなら学校
も辞めろと言った。小岩井浄は「断然学校を退学」したと新聞記事に書かれています。こ
れがまさに小岩井浄退学事件です。 
学校の手続き上 6 月の下旬に退学しています。松本中学を５年生の中途で退学した浄は、
7 月中旬には高等学校入学の資格を得るために、専門学校入学者試験検定を受けています。
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ってお話を聞いたり、資料や写真を見せていただきました。嘉代子さんはお亡くなりにな
りましたけども、藤澤宗平先生に私も教わっています。 
浄が 6 歳の時の 6 月に、朝起きないうちにお父さんがアメリカに行ってしまい、二度と
会えなかった。また、浄は碁が上手くて、村一番の老人と対局して勝ってしまった。親戚
とか家族がもうやるなと禁じられたこともあった。文学少年であって校長と衝突して 5 年
生の時に松本中学を退学する。相談会の会長を辞めるのなら学校も辞めろという。退学を
して第一高等学校、東京帝国大学で学び、大阪へ行って労働運動をする。刑務所で関東大
震災にあう。昭和 2 年にお父さんが亡くなる。父の遺言が、「人間の正道を進み、決して家
名をけがさぬよう」だった。 
浄先生は、昭和 32（1957）年頃から癌に蝕まれて 34 年に亡くなりました。お父さんの
宗十と同じ歳の 62 歳で亡くなっています。2 月 27 日の大学での大学葬で、東大総長の南
原繁さんら 22 人が弔辞を述べていますが、南原繁さんが読んだ弔辞の中で、小岩井浄先生
の政治学の、「学風は実証的であり」、「あくまで科学的・客観的真理の追求が、君の本命」
であったと評しています。また、「勝れて自由の人格」の持ち主であり、「裡に何ものにも
束縛されない不屈の精神を包み、外に対しては、あくまでも寛大、仁恕、おのずから大人
の風格を具えて」、「君は真に典型的で民主主義者（デモクラート）であり、自由と寛容は
君の本質を形づくったものと申していいでありましょう」。「これと同じく君の思想を導い
たものに、平和の理想があったと信じます」と讃えています。 
この松本の地で育った小岩井浄先生、お祖父さん、お父さん、厳しく躾けたお母さん、
そういう家庭の環境の下で育った、まさに松本が生んだ小岩井浄先生。それをこの松本に
住む私たちは、もっと先生のことを知って、さまざまな機会に広げていき、伝えていけた
らと思っています。約束の時間がきましたので終わりにします。ありがとうございました。 
 
司会? よろしければ小松先生に何かお聞きになりたいことがおありでしたら、フロアの皆
さんから質疑をお受けしたいと思います。いかがでしょうか。 
質問者 ?? 小岩井先生の葬儀に関する内容について、どこかに書かれているのでしょうか。 
小松? 葬儀のことは『深志人物誌Ⅲ』に書かれています。今日は松本時代の小岩井浄先生
だけを紹介しましたが、この本にはその後の亡くなるまでのことが全部書かれています。 
質問者 ?? 矯風会、相談会会長とありますが、矯風会というのはどのような会なんですか。 
小松? 明治 30 年に相談会、矯風会という二つができました。その後、廃止になったり復活
したりしていますが、相談会というのは、遠足や運動会の日程を決めて学校に諮る会です。
矯風会というのは、字のごとく、風紀を乱したり自治的な精神を怠ったりする生徒に対し
て、指導を加えていく会です。その際にあまりにも言うことを聞かなかったら、学校の先
生や担任とも相談をして、極端に言えば退学させるぐらいの覚悟でやります。ですから、
矯風会と相談会は意味合いが違うんですね。ただ、当時の松本中学にとって矯風会、相談
会の会長になるということは大変なことなんです。それだけの厳しさも求められます。そ
れを本荘校長は否定しにかかったわけです。歴代の矯風会会長、相談会会長、学校と先生
方と対立したということではなく、先生方と一緒になって自分たちの学校を自治の精神を
持ってやっていこうという、そういうことでの相談会であり、矯風会であると考えます。 
司会? お時間となりましたので、これで小松先生のご講演を終わらせていただきたいと思
います。もう一度小松先生に拍手をお願いします。 
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